
様式第二号の八（第八条の四の五関係） 

（第1面） 

産業廃棄物処理計画書 

久留米市長 

殿 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

令和 5年 6月16日 

提出者 

住 所 福岡県久留米市合川町2190番地3 

氏 名 久留米市企業管理者石原 純治 

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名） 

電話番号 （0942 ) 39 -1155 

条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

事 業 場 の 名 称 久留米市上下水道部下水道施設課（中央浄化センター） 

事業場 の 所在地 福岡県久留米市津福本町2241 

計 画 期 間 令和5 年4月1 日 ～令和6 年3 月 31 日 

当該事業場において現に行 っている事業に関する事項 

①事 業 の 種 類 下水道処理施設維持管理業 

②事 業 の 規 模 久留米市内の下水処理 処理量 15, 094, 883 n （別紙A R4年度実績） 

③従 業 員 数 38名（市職員11名，維持管理業務委託業者27名） 

④産業廃棄物の一連 

の処理の工程 

（事業概要にっいて） 

（水処理工程フローシート） 

（汚泥処理工程フローシート） 

（汚泥搬出～処分フローシート） 

（管理体制産業廃棄物処理に関する管理組織等） 

別紙A 

別紙B 

別紙C 

別紙D 

別紙E 

（日本工業規格 A 列4番） 



（第3面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

①現状 

【前年度（ 年度）実績】 

産業廃棄物の種類 

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
t t 

（これまでに実施した取組） 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 

自ら再生利用を行う 

産業廃棄物の量 
t t 

（今後実施する予定α ）取組） 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

①現状 

【前年度（ R4 三度）実績】 

産業廃棄物の種類 下水汚泥 

自ら熱回収を行った 

産業廃棄物の量 
t t 

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 
85, 326 t t 

（これまでに実施した取組） 

・高分子凝集剤注入率の調整 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 下水汚泥 

自ら熱回収を行う 

産業廃棄物の量 
t t 

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 
89, 880 t t 

（今後実施する予定の取組） 

・高分子凝集剤注入率の調整 



（第5面） 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 下水汚泥 

全処理委託量 9, 500 t t 

優良認定処理業者への 

処理委託量 
t t 

再生利用業者への 

処理委託量 
q
〕 

に
U
 0
 
0
 

t
 

,
 

'
 

t 

認定熱回収業者への 

処理委託量 
t t 

認定熱回収業者以外の 

熱回収を行う業者への 

処理委託量 

t t 

（今後実施する予定の取組） 

・前年度実施した取り組みの継続実施 

※事務処理欄 



別紙A 

(1 ） 事業の規模 

中央浄化センターは、主に久留米市の西部地区及び北部地区内の下水の 

浄化を担当する下水処理施設である。 久留米市内で発生する下水 

27,001,148 言のうち、55.90%（令和4年度 年間約 15,094,883 rri）は当 

浄化センターで処理を行い、隣接して流れている金丸川を介し、筑後川に 

放流を行っている。 

今後、久留米市内で供用を開始する下水道の多くは当南部浄化センター 

に接続されるが、久留米市の下水道行政の主幹的役割を果たす処理施設で 

ある。 

(2 ） 産業廃棄物の一連の処理の工程 

・水処理フローシー ト 
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0 水処理フローシート 

（令和5年3 月31日時点） 
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〇 汚泥処理フローシート（令和5年3月31日時点） 
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別紙C 

令和4年度脱水汚泥量 9, 019. 18 t 

汚泥含水率 遠心脱水機 83. 5% 

No.lsp脱水機 83, 0% 

Na2 SP 脱水機 83. 0% 
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メへ 

2．業務実施要領‘ 

① 搬出・処分のフローシート ‘ 

再資源化方法：士木資材又はセメント原料 

搬 出 

▼

収集運搬 

中央浄化センター 

脱水汚泥積込 

搬 入 

処 分 

有効利用 

収集運搬 

ハラサンギョウ鰯 

積替有 ▼

ハラサンギョウ（株）川棚工魂 ハラサンギョウ繍収集運搬 ハラサンギョウ（株）西彼工場 

動床焼却炉(I号xは2号炉） 

受入ピット 

ハラサンギョウ幡)II棚工場 

隣胤ま式魂却炉 n・号予又ほ2号炉〕にで違責 

+
多段乾燥焼却炉 

受入ピット 

4r 

ハラサンギョウ醐川棚工場 

多段乾燥焼却炉にて焼却 

＋ 申
焼印熱は化製工編でサーマルり 

サイクル（蒸気の有殖利用） 

流動床式焼却炉灰ホッパー 

'V

パイプ圧送 

＋ 積替無 

多段式焼却炉 

受入ピット 

f
ハラサンギョウ醐西彼工場 

多段式焼却炉にて焼却 

+
焼却熱の再利川 
は無し 

多段乾燥焼却炉入ホッパー 多段式 却炉入ホッパー 

申 

I, 
1灰溶融炉灰ホッパー 

'Jr 
旋回式灰溶融炉

,400t以上で溶融スラグ化 

'Jr 
溶融スラグ 

士木資材として有効利用 

ハラサンギョ綱 

収集運搬 

中間処理 

繰ダイセキ 

混練処理 

f 
中間処理 

脚フチガミ 

混練処理 

↓ 

中間処理 

アミタサー 

キュラー犠 

混練処理 

セメント原料等として有効利用 

別紙D 



別紙E 

1 管理体制（廃棄物処理に関する管理組織等） 

統括責任者 所属：上下水道部下水道施設課中央浄化センター 課長 足立博文 

廃棄物担当者 組織名：上下水道部下水道施設課 齊藤 豪（組織人数：11人） 
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廃棄物担当者 〇 廃棄物処理計画の作成 

〇 廃棄物管理状況の把握と改善策の検討 

〇 処分委託業者への業務履行状況調査 

〇 産業廃棄物処理マニフエストの交付・管理 

〇 監督官庁への各種報告 

〇 職員及びメンテナンス会社職員への教育・啓発 

〇 その他関係する事項 

廃棄物管理組織 

久留米市長 

企業1 亨理者 

上下水道部長 

上下水道部下水道施設課 

中央浄化センター 南部浄化センター 

下水道施設課長 
南部浄化センター所長 

（廃棄物管理責任者） 

月島 
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